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１ レポートとは何か

• 調べたことを報告し、自分の考えを（客観的
に）伝えるもの

→レポートの内容

① 調べた内容

② ①から、自分が考えたこと

が必要！



使用する資料

• 2013年度後期

「地学E」レポート

↑

「各授業のテーマに基づいて、

興味・関心を持ったことを

調べ、自分の考えを述べよ」



２ テーマの設定

• 授業の内容から選ぶ
…内容の中で気になったこと、調べられそうなもの

を選ぼう

• 課題からの選択

…自分の興味・関心にひきつける

←なかったら…？

調べる方法が思いつくものでやってみよう！



２ テーマの設定

→授業の内容に沿って，自分の興味に近づける！

先生
「なんでもいいですよ～」



２ テーマの設定

• テーマ設定をした流れ

→「はじめに・目的」の内容になる

• 授業で何を学んだか

• 何に疑問（あるいは興味）を持ったか

• ↑について、
（授業で学習したことを用いて）
何を考えるのか



２ テーマの設定

授業で学んだこと

疑問
考えること（目的）



３ 文章の構成

• 構成の仕方：序論・本論・結論（△起承転結）

Ⅰ はじめに …目的にたどり着くまでの文脈

Ⅱ 目的 …なにを明らかにするのか、考えるか

Ⅲ 方法 …具体的に行ったこと

Ⅳ 結果 …調べてわかったこと

Ⅴ 考察 …結果から考えられること

Ⅵ おわりに …レポートのまとめ、追記

序論

本論

結論



３ 文章の構成

• １．はじめに（はじめに・目的）

• ２．手法（方法）

• ３．結果

(1)窒素循環，(2)窒素肥料

• ４．考察

• ５．おわりに

文章の量が多いとき
は，内容を分類して，
分けて書く



４ 調べる方法

• 信頼性の高いものをチョイスしよう！

・書籍（学術書・事典etc），論文

↑ 誰が書いたかわからない
信頼性がない



４ 調べる方法

• 信頼性の高いものをチョイスしよう！

・統計（出典がわかるもの）

政府が発表している統計→
（「estat」で検索！）



４ 調べる方法

• 信頼性の高いものをチョイスしよう！

・博物館など，実地で見た・聞いた内容

・いつ（調査日）、どこで（調査場所）

調査したかはレポートの中に書く！



４ 調べる方法

①書籍

③統計資料②実地調査



５ 結果のまとめ方

• 結果では、事実のみをまとめる

例）調べてわかったこと、文献で調べたこと

×「～であると考えられる」

※調べたことはすべて「結果」へ！

（「考察」で新しい情報を追加しない）

これは自分の考え
「考察」で書こう！



５ 結果のまとめ方
文献で調べたこと

必要なら、図も入れる

図：窒素循環 （ポストゲイト（1981）より引用）



５ 結果のまとめ方

調べてわかったこと

図：肥料一覧
（株式会社コメリ（2014）より引用）



６ 考察の書き方

• 「結果」の内容から，考えられることを書く

・調査したことから、どのようなことが言えるのか

・授業で学習したこと（概念・考え方・理論etc）
から考えると，どんなことが言えるのか

・授業の内容と一致していたのか，
どんな違いがあったのか



６ 考察の書き方

調べたことから
言えること



７“おわりに”に何を書く？

• 「はじめに」～「考察」までのまとめ

• このレポートで、どのようなことが言えたのか

• さらに考えるためには何が必要か

• 付け加えたいこと



７“おわりに”に何を書く？

「はじめに」～
「考察」までの
まとめ



７“おわりに”に何を書く？

付け加えたいこと



８ 引用のルール

• 文献を文章上で挙げるとき

×「窒素固定」→○『窒素固定』

名前（1900）

• 文章の引用

そのまま引用

→例）「～」（苗字 年；ページ数）と述べている。

自分で内容をまとめて引用

→例） ～（文章の内容）～（〇〇 19〇〇）。

何から引用しているかが
分かればOK！



参考文献の書き方

• ①著者（編者）

• ②発行年

• ③文献の名前

• ④出版

例） 【参考文献】

J.ポストゲイト著, 庄野邦彦訳 1981. 『窒素固定』 朝倉書店

株式会社コメリ 2014. 『平成２６年度用農業用品予約申込書』



わからなくなったら…

• 図書館学習サポーターにいつでも質問を！


